
 理科教育分野については、昆⾍を使った⽣理・⽣態系の展⽰説明、
⽣物教育分野に関しては昆⾍を使った実験・観察（出前授業も
可）、応⽤動物昆⾍分野では昆⾍の免疫や寄⽣蜂を使った共同
研究が可能。
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 昆⾍は脊椎動物の⽣体防御と共通する⾃然免疫を持っています。⾃然免疫とは
誰しも⽣まれつき持っている免疫システムで、体内に侵⼊してきた異物を⾷作⽤な
どで排除します。

 本研究の⽬的はチョウ⽬ヤガ科のアワヨトウを⽤いた、⾃然免疫の研究からヒトとの
共通性を⾒出すことです。

 また、寄⽣蜂は寄主(宿主)の⽣体防御を巧みな戦略で回避して、寄⽣を成功さ
せます。その寄⽣戦略を探り、農業における⽣物防除技術への応⽤を⽬指します。
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昆⾍の⾃然免疫と寄⽣蜂による寄⽣戦略の解明
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 応⽤動物昆⾍学 （昆⾍⽣理学）
⽣体防御 寄⽣蜂に関する研究

 ⽣物教育学
昆⾍の⾎球の⽣体防御に関する教材の提供、⽣物教育学会実験
サポーター（⼩学校〜社会⼈）

 理科教育学
⼩学校理科出前授業、昆⾍展、環境教育
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